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はじめに

本稿では、近世初期に絵画や書を残した小野通女
（1567～68－1631）(1)が描いた、和歌を伴う書画に注目す
る。小野通女とは、武士・小野正秀の娘として美濃国に
生まれ、永禄12年（1569）の六条河原の戦で父を失った
後、京都で公家、古典学者の九条稙通（1507－1594）に
和歌を学び(2)、その後「霊照女図」等の禅宗絵画、「豊臣
秀吉像」等の肖像画、豊臣秀吉（1537－1598）主催の
「醍醐の花見」（慶長３年（1598））における短冊等を残
すなど、活動の幅を広げた人物である。
近世の画人伝には、小野通女の画業について記述があ
るものの、簡略化された情報のみが残されている(3)。ま
た、1990年代以降、安村敏信氏やパトリシア・フィスタ
ー氏により研究がなされている(4)。両者の論考は、近世
における女性画家を網羅的に取り上げ、それまで捉えら
れて来なかった女性画家の動向に言及した意義深いもの
であった。しかし、従来の伝歴を超える見解は示されず、
通女についてはいまだ十分に語られてはいない。
そのため、執筆者はこれまで伝通女筆というものを含
め27点の絵画作品の図版を収集した（表）。そして、通
女が描いた絵画や書の存在などから、通女と大徳寺、豊
臣家、徳川家ら権力者とのかかわりを検討することを試
みてきた(5)。本稿では、通女筆の和歌を伴う書画を取り上
げ、通女と公家とのかかわりについての解釈を進めたい。
通女筆の和歌を伴う書画のうち、とりわけ柿本人麿を
文字絵で表し、すでに、その書風から通女筆と認められ
語られてきた「人麿図」（図１）は、寛永の三筆の一人
で、書画も残した公家の近衛信尹（1565－1614）(6)や、桃
山時代の天皇、上皇で、書に長じ、絵も描いた後陽成天
皇（1571－1617、在位1586－1611）(7)が描いたとされるも
のに極めて似た表現がなされている。彼らの描いた「人
麿図」のうち、信尹が文禄５年（1596）の春に描いた
「人麿図」が現在のところ初見であり、公家との交流を想
定すると、恐らく同時代の信尹の作例に通女の図も影響
を受けたと解釈される。永禄10年（1567）ないし同11年
（1568）に生まれた通女は、信尹（1565年生まれ）、後陽
成天皇（1571年生まれ）らと年齢も近く、活動も同時期
であった。
書画鑑定家である桧山義慎筆『続本朝画史』下巻（文
政２年（1819））の通女に関する記述の中には、「又或家
蔵於以二柿本神名一作二其像一自賛、稍似二近衛公所作一矣」
と記され、通女筆の「人麿図」と信尹筆の作例との類似
性がすでに指摘されている(8)。
近年の絵画史や書道史の先行研究では、通女の「人麿
図」について作品紹介がなされるものの、上部に書かれ
た和歌の書体に焦点が当てられており、人麿の図様につ
いては述べられていない(9)。

また、文字絵を論じる上で信尹の作例とともにその初
期の例として挙げられるほか、他の文字絵の作品解説の
中で、通女筆の作例について触れられている(10)。しかし、
その表現に関して「筆を手に和歌を案ずる人麿を「柿本
人丸」の草書で組み合わせて表したもので、顔のみは絵
で描く」と述べられるのみである(11)。
他に、「人麿を肉太の線と繊細な線を巧みに交用し、文
字書きにしている」とも評価されているが(12)、制作背景
及び公家、朝廷とのかかわり等についても検討の余地は
あろう。さらに、菅原道真を描いた通女筆「天神図」や
「達磨図」も、信尹や後陽成天皇の作例から想を得たもの
と考えられる。信尹と通女が描く文字絵の「天神図」の
類似性は、小椋一葉氏によりすでに述べられているが(13)、
彼らの影響関係に関して絵画史や書道史の研究からの明
確な指摘は見られない。
一方、通女と後陽成天皇との関連については、書道史
において小松茂美氏によりすでに言及されている。すな
わち、古筆別家13代古筆了仲編『筆蹟流儀系図』（安政
５年（1858）刊、静嘉堂文庫蔵）の記載のとおり、通女
の書流である「お通流」が、切れ味のよさ、流れの速さ、
連綿の長く美しいことを特徴とする「後陽成院流」を継
承するものとしている(14)。しかし、通女が書のみならず
絵画においても後陽成天皇の影響を受けた可能性がある
ことは論じられていないため、本稿ではこの点について
も提示したい。
本稿第一節では、通女筆の「人麿図」、「天神図」、「達
磨図」を取り上げ、信尹、後陽成天皇からの影響につい
て考察する。第二節では、後陽成天皇に近侍した公家で
ある西洞院時慶（1552－1639）による『時慶記』や舟橋
秀賢（1575－1614）『慶長日件録』の記述から、通女と
彼らとの間に交流があったと解釈し、公家とのかかわり
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図１ 小野通女筆《小野於通画賛》静岡県立中央図書館蔵



における通女の活動の一端をさらに明らかにしたい。
通女が活動した、中世から近世への過渡期である桃山
時代は、公家を中心に、文化を媒介として武家、僧、町
衆などの身分を超えた交流が可能であった時期と言える。
また、家柄よりも個人の実力が重視された時代であった
ことが、複数の先行研究により指摘されている(15)。この
ような桃山という時代の特性から、通女が当時まれな女
性画家として活動することのできた背景についても、朝
廷、公家の人物との文化的な交流を中心に考察したい。

第一節 近衛信尹、後陽成天皇からの影響

漓「人麿図」
通女筆の作例について論じるに当たり、まず柿本人麿

（人麻呂とも。生没年不詳）が描かれた「人麿図」につい
て述べておきたい。
柿本人麿は『万葉集』の代表的歌人であり、『古今和歌
集』では「和歌の仙」とされ、歌道において尊崇された(16)。
公家社会では、平安時代初期の在原業平、小野小町らを
六歌仙として以降、優れた歌人を「歌仙」として崇拝す
る伝統が形成された。平安時代後期より、彼らの姿を描
いた「歌仙絵」に対して供え物をし、歌を詠むという催
しがなされており、特に元永元年（1118）に藤原顕季に
よって始められた柿本人麿の歌仙絵、すなわち「人麿図」
を掲げ、自らの詠歌の向上を願った「人麿影供」も公家
たちの間でよく行われた(17)。
「人麿図」のうち現存最古と見なされているのは、鎌倉
時代前期の作とされる《佐竹本三十六歌仙絵》（出光美
術館蔵）（図２）に描かれたものである(18)。文字絵の「人
麿図」にも、室町時代、あるいは鎌倉時代制作の可能性
も指摘される、硯を「硯」の字で図案化し、「ほのぼの
と」の歌で人麿の姿を描く《歌聖像哥絵》等が存在する(19)

（図３）。本図について詳述する論考は管見の限り見当た
らず、硯以外の部分は文字がどのように構成されている

か明らかではないが、「人麿図」における初期の文字絵の
作品として無視できないものであろう。烏帽子を被り、
向かってやや左上を向き、右手に筆をとり和歌を案ずる
ように描かれる姿は、《佐竹本三十六歌仙絵》の図様に倣
った様子がうかがえる。
このような文字絵の「人麿図」は、平安時代（10世紀）
頃より見られる、水辺の風景などに隠し入れた遊戯的な
書体で、葦や水鳥や岩を文字で表し、和歌を読み込んだ
葦手が応用されたものであろう(20)。
さらに、人麿影供が行われた元永元年当初より、「人麿
図」には、人麿作と伝わる和歌「ほのほのと あかしのう
らの あさきりに しまかくれゆく ふねをしそおもふ」
（『古今和歌集』巻第９・羇旅歌・409）が着賛されてい
た可能性も示されている(21)。
通女筆の「人麿図」（図１）は、文字絵で柿本人麿の坐
像が表されたものである。衣の肩の辺りから胸にかけて
の衣文線を「柿」の字、右手と筆を「本」で表し、人麿
が筆をとる姿となっている。そして、右膝は「人」、左膝
は「丸」の字により構成される。上部には「ほの く（ほ
の）と あかしのうらの 朝霧に しまかくれ行 ふねをし
そおもふ」と書かれている。
烏帽子や筆が表され、向かってやや左上を向く様子は、
先の《佐竹本三十六歌仙絵》や《歌聖像哥絵》の図様を
応用するものと見受けられる。そして、通女筆の「人麿
図」もまた、葦手を受け継ぐ文字絵で描かれている。
管見によれば、通女はこのような「人麿図」を７点残
し、執筆者はそのうち５点の図版を実見している(22)。年
記のあるものでは、元和８年（1622、通女56歳頃）６月
制作の《小野於通画賛》（静岡県立中央図書館蔵）が実在
するほか、「元和八年仲夏小野通女書畫」と書かれた『後
素談叢』所載の作例、寛永４年（1627、通女61歳頃）９
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図２ 《佐竹本三十六歌仙絵》（部分）出光美術館蔵

図３ 《歌聖像哥絵》個人蔵



月制作で『古画備考』所載の作例を文献上で確認できる。
「ほとゝきす なくやさつきの みしかよも ひとりしぬれ
は あかしかねつも（『拾遺和歌集』巻第２・夏・125・
よみ人しらず）」という和歌が書かれる『古画備考』所載
の作例と、図版を確認できていないため詳細不明の『後
素談叢』所載の作例以外は、みな「ほのほのと」の和歌
が記されている。
冒頭でも述べたように、近衛信尹の「人麿図」（《柿本
人麿像》センチュリー文化財団蔵など）（図４）が、先例
として通女の「人麿図」に影響を与えたことは明らかで
はないだろうか。信尹の作例は通女の図と同様に、烏帽
子を被り、「柿」「本」「人」「丸」という文字で体躯を表
し、面貌を細かく描き、上部に和歌を書いている。現在
までに７点の図版を確認している信尹の作例のうち、「文
禄丙申初陽日」と書かれる《人丸画讃》（所蔵先不明）
と、「文禄五年八月廿五烏」という年記をもつ《柿本人麿
自画賛》（センチュリー文化財団蔵）(23)から、彼は文禄
５年（1596）の春には文字絵と和歌による「人麿図」を
描いていたことがわかる。
通女の「人麿図」に「ほのほのと」の和歌が多く見ら
れるのに対し、信尹の「人麿図」ではこの歌の他にも
「むめのはな それとも見えす ひさかたの あまきる雪の
なへてふれれは（『拾遺和歌集』巻第１・春・12・人麿
作）」、「梓弓 いそへの小松 たか世にか よろつ代かねて
たねをまきけん（『古今和歌集』巻第17・雑歌上・907・
伝 人麿作）」、「ます鏡 手にとりもちて 朝な々々 見れと
もあかぬ 君にもあるかな（『拾遺和歌集』巻第14・恋
４・857・人麿作）」が書かれている。
また、後陽成天皇も《柿本人麻呂像御自画賛》（海の見

える杜美術館蔵）（図５）を残している。本図の人麿は、
表情は異なるものの、通女や信尹の作例と同様に「柿」
「本」「人」「丸」の文字で表されたもので、上部に「矢田
の野に浅茅 色つく あらち山峯の（淡）雪 寒くそ有らし
（『新古今和歌集』巻第６・冬歌・657・人麿作）」という
和歌が書かれている。
信尹の「人麿図」（図４）の文字で構成された部分は、

「柿」の字のつくりの部分の打ち込みや、「柿」の篇の部
分が止められるなど勢いが抑えられ、全体としてのバラ
ンスが整った印象を受ける。後陽成天皇筆と伝わる作例
（図５）は、全体的に線が細く、筆勢が弱く、ややぎこち
ない様子である。これらに対し、通女の作例は全体的に
線が太く、また「柿」の字のつくりの部分がより強くは
らわれている点や、「本」の字のはねが強調される点、
「丸」の字がより大胆に表される点など、筆の勢いを感じ
られる部分が多い。また、通女の作例（図１）は他と比
べて「本」の字に見られる筆の穂先がより強調されてお
り、面貌部分はより繊細で丁寧に描かれている。これら
の作例は、葦手の伝統を受け継ぎ、創出されたものと推
測される。
さらに、通女は異なる構図の「人麿図」も描いている。
《人丸自画賛》（個人蔵）（図６）は、烏帽子、耳の上部、
衣の右肩から腕の部分、膝の部分、耳の下部で「本（ほ）」
「の」「奉（ほ）」「乃（の）」「登（と）」とする。また、人
麿が左手に持つ巻紙に「あかしのうらの 朝霧に しまか
くれゆく 舟をしそおもふ」と記される。そして上部に
は、「あしひきの 山鳥のをの したりをの なか く（な
か）し夜を ひとりかもねむ」（『拾遺和歌集』巻第13・
恋３・778・人麿作）の歌を記す。
この作例に類似するものに、後陽成天皇筆と伝わる《柿

本人麿像》（宮内庁三の丸尚蔵館蔵）（図７）がある。上
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図４ 近衛信尹筆《柿本人麿像》
センチュリー文化財団蔵

図５ 後陽成天皇筆《柿本人麻呂像御自画賛》
海の見える杜美術館蔵



部に和歌はないが、人麿の体躯は漢字の「柿」「本」「人」
「丸」の文字で表し、烏帽子、耳の上部、首、耳の下部で
「本（ほ）」「の」「く（ほの）」「登（と）」とする。そし
て、人麿が「あかしのうらの 朝きりに 嶋かくれ行 船を
しそ思ふ」と書かれた巻紙を左手に持つ姿で表現されて
いる。
これらの「人麿図」の筆者間の関係性に着目すると、
先述のように通女、信尹、後陽成天皇は同時期に活動し
ていたことに加え、信尹は後陽成天皇に仕え、後陽成天
皇の在位中に左大臣や関白などを務めている。また、後
継者が不在であった信尹が、後陽成天皇と、信尹の妹で
ある中和門院前子との第四皇子である信尋を、勅命によ
り慶長10年（1605）に養子として迎えていることからも、
公私ともに非常に近い関係にあったと言える。
文字を複雑に構成したこのような「人麿図」は、通女
が実際に信尹や後陽成天皇の作例を見て手本としなけれ
ば、これほどまで同様に描くことは不可能であろう。若
干時期が下るが、通女の娘である圓子の夫・真田信政
（1597－1658）は、圓子に宛てた手紙の中で、圓子より
「近衛殿」の書あるいは書画を見せてもらった際の礼を述
べている(24)。この例に従えば、間接的ではあるものの、
圓子の母である通女が信尹の書画を貸借ないし拝領して
いた可能性もあるだろう。また、後節で述べるように、
通女は後陽成院筆の短冊を拝領している。
「人麿図」は和歌会の必需品であったと考えられている

ことから、彼らの「人麿図」は、公家周辺における人麿
影供ないし歌会のために描かれたものとも推測される。
また、榊原悟氏は、そのものを表記する文字でそのもの
自体を描くという文字絵は、注文も多く、同じものがく
り返し描かれていたと指摘している(25)。その説に従えば、
複数が存在する通女や信尹の「人麿図」も、公家による
多くの依頼に応えたものと考えられる。

滷「天神図」
次に、通女筆の文字絵の「天神図」について述べる。

「天神図（渡唐天神図）」は、南北朝末期から室町初期に
成立した渡唐天神説話を基に描かれた禅林の画題である。
その説話とは、鎌倉時代に宋から帰朝し、博多の崇福寺
に住した円爾の庵室に菅原道真が訪れて禅を問うたとこ
ろ、宋で師事した径山の無準師範（仏鑑禅師）に参じる
ことを勧められた。そして、道真が一夜宋に渡り、無準
の庵室に参じ、直接的に法衣を与えられたというもので
ある。
「天神図」は、応永３年（1396）制作で、臨済宗の僧
で円覚寺の住持などを務めた椿庭海寿（1318－1401）に
よる賛のみが知られる作例が初見とされる。また、同じ
く臨済宗の僧で天龍寺などの住持を務めた惟肖得巌
（1360－1437）賛《渡唐天神像》（禅文化研究所蔵、応永
24年（1417））が年記のある最古の作例であるという(26)。
また、天神は詩文、和歌の神とも捉えられている(27)。

「歌仙」として崇められた「人麿図」と同様、「天神図」
も和歌を詠む公家周辺の人物にとって重要なものであっ
たと考えられる。
伝通女筆という作例を含め、通女には３点の「天神図」
が存在する。《天神自画賛》（個人蔵、本間美術館寄託
（図８））は、冠が「天」、衣の上部が「し」、衣の下部が
「ん」という文字で天神が構成されている。冠と衣とは対
照的に、面貌が細かく描かれている点は「人麿図」と同
様である。天神の上には道真作の和歌である「心たに
まことの道に かなひなは いのらすとても 神やまもら
む」が書かれている。また、本図左下には「小野氏通女
書」という落款も残されている。
続いて、センチュリー文化財団蔵の作例(28)も「天」「し」

「ん」の３文字によって天神が描かれる点は同様である
が、上部には「梅あらは いやしきしつか ふせやにも 我
たちよらん あくましりそけ」という和歌が書かれてい
る。
さらに、通女筆と伝わる松浦氏旧蔵（現在、東京国立
博物館蔵か）の《天神自画賛》も天神の表現は同様であ
る。しかし、背景には、山やたなびく雲、草花と、梅の
木が描かれ、上部には「いさこゝに 我か世はへなむ す
かはらや ふしみの里の あれまくもおし（『古今和歌集』
巻第18・雑歌下・981・よみ人しらず）」という和歌が書
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図６ 小野通女筆
《人丸自画賛》
個人蔵

図７ 伝後陽成天皇筆
《柿本人麿像》
宮内庁三の丸尚蔵館蔵



かれている。
前述のように、江戸時代に鑑定家により著された画史
類には、通女の「天神図」についてたびたび言及されて
いる。現時点では３点のみの確認であるが、通女は「人
麿図」と同様に多くの「天神図」を描いていた可能性も
あろう。
通女筆の「天神図」は「人麿図」と同じく文字絵であ
り、上部に和歌が書かれる。このような「天神図」は、
「人麿図」においても影響を受けた、近衛信尹の作例に類
似している（図９）。信尹の「天神図」は、冠が篆書体の
「天」、衣が草書体の「神」という２文字によって構成さ
れている(29)。『古画備考』に「百幅天神」と書かれるよ
うに、彼は多くの「天神図」を描いており、執筆者は現
在までに25点を確認し、そのうち24点の図版を実見した。
上部の和歌は「心たに」の和歌のほか、「からころも

をらてきた野の 神そとは 袖にもちたる 梅にてもしれ」
という、無準師範の庵室に現れた天神が詠んだ、『菅神入
宋授衣記』に基づくとされる和歌など、数種の和歌が書
かれている。信尹の「天神図」のうち、制作年が書かれ
ているものは慶長14年（1609）、15年（1610）であるこ
とから(30)、通女は信尹の「天神図」に影響を受け、この
年以降に「天神図」を描いた可能性がある。

加えて、文字絵で「天神図」を描くものに、後陽成天
皇筆と伝わる《天神図》（個人蔵）がある。本図は梵字で
天神の体が書かれ(31)、梵字の端が伸びるように梅の木が
描かれている。上部に和歌はなく、梵字を用いる点は通
女や信尹の「天神図」とは異なるが、「人麿図」における
彼らの関連性に鑑みると、興味深い作例である。

澆「達磨図」
達磨は、インド南部の香至王国の第三王子として生ま
れ、得度して菩薩達磨と改名し、学問、修行を積み、釈
尊の正法を継いだとされる。インド国内で民衆の教化に
努め、やがて中国へ渡り禅宗を伝えた。呉道子筆と伝わ
る達磨図碑（中国杭州、玉泉寺蔵）があることから、達
磨を絵画や彫刻に表すことは唐代に始まったと考えられ
ている(32)。
日本では、平安時代の達磨の図像(33)が残るものの、禅
宗が鎌倉時代に栄西や道元により日本にもたらされ、礼
拝の対象として主に禅僧により描かれてきた。全身像と
半身像があり、中国宋元画の影響下に成立したと考えら
れているが、半身像の場合、賢江祥啓筆《半身達磨》
（相国寺蔵）による作例等が基本形とされる(34)。やがて
広く文人、画家などによっても画題として取り上げられ、
さらには一般庶民の間にも親しまれた。
通女筆《達磨自画賛》（図10）は、達磨が頭部まで衣

を覆い、ひげを蓄え、大きな瞳で鑑賞者をにらむような
表情で描かれる。やや身体を斜めにし、胸あたりまでが
描かれた半身像である点は、典型的な描かれ方である。
しかし、通女の「達磨図」は、衣の線が大胆に省略され
て異様に太く描かれ、手を組んだ様子が大局的に表され
ている。そして、上部には「有無しらぬ たるまのむね
に なにかある ヘンてつもなし あはらほね也」とい
う、通女の自作の和歌が書かれている。
現時点において、通女筆の作例の祖形を示すことはで
きないが、室町後期の画家狩野之信（生没年不詳）筆と
伝わる《半身達磨図》（長野県木曽郡定勝寺（臨済宗妙心
寺派）蔵）(35)（図11）は、多くの作例が残る「達磨図」に
おいて類似する一例である。表情では、眉頭を起点とし
て眉尻の方へと線が太くなっていくところや、上瞼と下
瞼の線の引き方に類似点が見られる。また、細い線で口
をつぐんでいるように見せる表現や、そのまわりに口ひ
げを蓄えている点が通女筆の「達磨図」と似ている。
また、「達磨図」においても、通女と後陽成天皇の作例
との共通性がうかがえる。後陽成天皇筆《半身達磨》
（慈照院蔵）（図12）は、達磨を勢いのある力強い減筆体
で大胆に表現している。そして、上部に「いかるかや と
みの小川の たえはこそ わかおほきみの みなはわすれ
め」という和歌(36)が書かれている。
さらに、上部に和歌ではなく主に漢詩が書かれる点や
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図８ 小野通女筆《天神
自画賛》個人蔵、
本間美術館寄託

図９ 近衛信尹筆
《天神自画賛》
史跡足利学校事務所蔵



図様が異なるものの、近衛信尹も「達磨図」を描いてい
る。信尹の「達磨図」は、上部に「梁武當頭輕 一拶果然
提起 活人刀（花押）」と書かれる《達磨自画賛》（センチ
ュリー文化財団蔵）（図13）など、管見によれば８点の
作例が残る。

執筆者は以前、通女筆の禅宗絵画の一つである「霊照
女図」（本間美術館、今治市河野美術館蔵）やそれに影響
を与えた作品の賛者をめぐり、通女と大徳寺（臨済宗大
徳寺派）とのかかわりについて指摘したが(37)、「達磨図」
もまた禅宗絵画であるため、通女筆の「達磨図」も大徳
寺とのかかわりがある可能性もある。
また、信尹は大徳寺に帰依しており、同寺第111世春

屋宗園らと交流していたことが、信尹の日記『三藐院記』
の記述から明らかにされている(38)。さらに、信尹筆で、
大徳寺第147世玉室宗珀、第156世江月宗玩合賛の《達磨
図》（大徳寺如意庵蔵）も存在する(39)。推測の域を超え
ないものの、通女は大徳寺をめぐり信尹の書画とかかわ
る機会を得たのではないだろうか。

第二節 西洞院時慶、舟橋秀賢の日記に見る通女と公家
との交流

前節での通女と信尹、後陽成天皇の書画の共通性を踏
まえ、本節では同時代に生きた公家の日記に見られる通
女の活動について述べる。まず、先述の後陽成天皇に近
侍した公家の一人である西洞院時慶による日記『時慶記』
（天正19年（1591）から寛永16年（1639）。原本は西本願
寺蔵で、天正19年、文禄２年、慶長５年、７年から10年、
14年、15年、18年、元和４年、７年、寛永５年、６年、
９年、14年から16年が現存）における慶長５年（1600）
４月９日、同５月14日に、通女と思われる人物について
記されている(40)。
九日（略）ヅウヨリ八景ノ詩哥□〔所〕望候間書抜
テ遣候、（略）
十四日（略）ヅウへ内儀ヨリ人ヲ遣由候、（略）ヅウ
へ撫子掘セ遣候、（略）
慶長５年４月９日の記録は、時慶が通女（34歳頃）に
八景の詩歌を所望されたので、書き抜いて人づてあるい
は直接渡した、というものと思われる。５月14日には、
時慶が「内儀」という言葉が表す彼の妻から通女へ人を
遣わしたと聞いたこと、また、撫子を家来に掘らせ、通
女に届けたことが推測される。
『時慶記』を翻刻した時慶記研究会は、この「ヅウ」と
いう人物を特に小野通女とはしていない。しかし、通女
が時慶と同じく後陽成天皇周辺において活動していたと
考えるならば、「ヅウ」を通女に当ててもよいのではない
だろうか。
また、若干時期が下るが、慶長14年11月13日条に、時
慶が近衛家を訪れた際、信尹が「天神像」や「達磨」な
どを描き、翌14日には時慶が「天神像」を拝領したと書
かれている(41)。このことからも、前節で述べた「天神
図」、「達磨図」という書画をめぐり、時慶は近衛信尹と
交流があったと判断される。信尹、後陽成天皇と通女の
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図10 小野通女筆
《達磨自画賛》
個人蔵

図11 伝狩野之信筆
《半身達磨図》
定勝寺蔵

図12 後陽成天皇筆《半身達磨》
慈照院蔵

図13 近衛信尹筆
《達磨自画賛》
センチュリー
文化財団蔵



絵画の共通性という関係からも、「ヅウ」は通女である可
能性が示唆される。
さらに、明経博士として活躍し、後陽成天皇に近侍し
た公家である舟橋秀賢(42)が著した日記『慶長日件録』（慶
長５年（1600）から同18年。原本は舟橋家蔵で、慶長８年
から10年、18年が現存）の慶長16年11月19日、同20日(43)

に、通女と思われる人物について記されるとすでに指摘
されている(44)。
十九日、晴、色々紙共令買得、及晩御ツウへ行、始
而知人ニ成、院宸筆短册五枚遣之、（略）
廿日、（略）次御つうより書状并鈍子壹巻到来、是又
令返札、（略）

「十九日」の「始而知人ニ成」という部分からは、この
日、秀賢が通女（45歳頃）と初めて対面したことがうか
がえる。「院宸筆短册五枚遣之」という記述は、秀賢が通
女に、当時の上皇である後陽成院の書いた５枚の短冊を
贈ったことを意味している。通女が当時、秀賢によって
訪ねられ、後陽成院自筆の短冊を贈られるほどの人物で
あったことが、この記述により理解できる。
「廿日」には、通女から書状と緞子の巻物が届き、あら
ためて返書をさせたとある。「十九日」の「色々紙共令買
得」は、通女に揮毫を求めるための色紙短冊などであっ
たとも真田淑子氏により推測されている(45)。これらの記
述から、慶長16年に秀賢と通女との間に書、とりわけ後
陽成院筆の短冊を介しての交流が行われていたことが示
されるのである。
前節で述べたように、通女と近衛信尹、後陽成天皇の
間に接点があった可能性を踏まえると、これらの文献史
料に見られる「ヅウ（御ツウ、御つう）」は通女である可
能性はさらに強まる。そして、通女と公家との交流がよ
り明確に実証できるのである。

おわりに

本稿では、従来の研究では小野通女の画業が十分に明
らかにされていないことに鑑み、公家や朝廷とのかかわ
りをめぐる、通女の和歌を伴う書画に焦点を当てた。ま
ず、柿本人麿の坐像を文字で表現し、上部に和歌を伴う
「人麿図」であるが、公家の近衛信尹が描いた「人麿図」
から影響を受けたものと指摘した。さらに、後陽成天皇
も、通女や信尹の作例と極めて類似する「人麿図」を残
していることを示した。
一方、これらとは異なる構図の通女筆の「人麿図」が
確認された。上部に和歌は書かれていないものの、人麿
の表され方、巻紙を持つ姿で描かれる点において、後陽
成天皇筆と伝わる作例と通女の図との共通性がうかがえ
た。先行研究では、通女が後陽成天皇の書に影響を受け
た点は論じられてきたが、絵画においても影響が見られ

ることを提示したい。
また、通女は文字絵で天神を表し、和歌が書かれる

「天神図」も描いている。「天神図」は禅林画題であり、
また「人麿図」と同様、和歌の神として崇められてきた。
近衛信尹による「天神図」も文字により構成され、上部
には和歌が書かれるという要素を併せ持つという点にお
いて、通女の「天神図」は信尹の作例に類似する。
続いて、通女筆の「達磨図」では、上部に通女の自作
の和歌が書かれている。図様は異なるが、後陽成天皇筆
の図も達磨を勢いのある力強い筆致で大胆に表現し、上
部に和歌を伴っている。
通女はこれらの書画を描くに当たり、同時代に活動し
た近衛信尹や後陽成天皇の絵画を実際に見ることのでき
る環境にいたと言える。このような書画を描き、平安時
代の公家により始められた人麿影供や歌会において、公
家たちと通女が交流していたとも推察される。
従来の禅画には、上部に漢詩文が書かれているが、彼
らの作品にはそれに代わって和歌が書かれている。この
点において、通女は和歌という伝統的な文学と禅を融合
させた、新しい形式の絵画を提案した人々の周辺で活動
していたと考えられよう。さらに、通女の「霊照女図」
や信尹の「達磨図」から、大徳寺とのかかわりを契機に
通女が信尹の書画とかかわり得た可能性も指摘した。後
陽成天皇と信尹については、公私共に非常に近い関係に
あり、絵画における交流も行っていたと推測される。
とは言え、信尹の日記『三藐院記』（文禄元年（1592）
から慶長11年（1606））などには通女についての記録がな
く、両者の直接の交流がうかがえる文献史料は現在のと
ころ見つかっていない。彼らの接点について考えてみる
と、まず通女の師であった九条稙通が信尹と同じ公家で
あり、稙通を介して信尹と交流する機会を得たことが示
唆される。
ただし、九条家と近衛家とは対立関係にあったと指摘
されている。すなわち、天文２年（1533）、稙通が関白
氏長者となった際、それまで室町幕府12代将軍足利義晴
の後援を得ていた信尹の祖父近衛稙家が関白を辞そうと
せず、近衛家と九条家は争論に及んだ(46)。また、天正13
年（1585）に信尹の父前久が豊臣秀吉を猶子とし、関白
職を秀吉に認めた際、稙通は前久を咎めたとされる(47)。
一方、前久の長男尊政は本願寺に入り、本願寺第10世
光教（証如）が稙通の父尚経の猶子となっている。そし
て、稙通と光教は兄弟関係となったが、この点から稙通
と信尹は接点をもった可能性もあろう。未刊の公家の日
記を含め、今後も通女と信尹との交流を直接的に示す文
献史料を引き続き調査していきたいが、「人麿図」等の存
在やこれらの傍証から、通女と信尹に何かしらの接点が
あったことは読み取れるのである。
さらに、後陽成天皇に近侍した公家の西洞院時慶『時
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慶記』には、通女と思われる人物について記されること
を示した。また、公家で明経博士であり、後陽成天皇の
侍読を勤めた舟橋秀賢の日記『慶長日件録』からは、秀
賢が通女に、当時の上皇の後陽成院の書いた５枚の短冊
を贈ったことが読み取れる。信尹や後陽成天皇から影響
を受けた「人麿図」等の書画の存在から、通女は時慶や
秀賢とも出会う機会があったことが示されるのである。
これまで述べてきたように、絵画と日記の記述の両面
から、通女は後陽成天皇、近衛信尹を中心に、その周辺
の公家とも交流していたことが指摘できる。通女は武家
出身であるが、公家の九条稙通に和歌などを学んだこと
により、朝廷や公家の社会に入ることが可能となったと
推測される。そして、公家が好む書画を描き得たことが、
通女が画業を行うことができた一因であるとも考えられ
る。さらに、通女の娘である圓子は、公家の四辻季継に
琴を学んでいたことも、母親である通女が公家と交流が
あったことを間接的に示す例であると思われる。
通女や、同時期に「阿国歌舞伎」を創始した出雲阿国
等の活動から、近世初期の京都は自らの文化的才能によ
り無名の女性が台頭し、高位の人物とも交流できた時代
であったと考えられる。通女の画業をさらに考察してい
くことで、公家や武家、町衆や僧らがパトロンや制作者
となり文化の担い手となった大らかなこの時代、さらに
は同時代の女性の地位までをもあらためて解釈できるの
ではないだろうか。今後も、通女に関するより確かな伝
歴がわかる資料、とりわけ公家文化における動向を示す
絵画や文献史料を博捜し、通女についての研究を深めた
い。

───────────────
（１) 小野通女の名は「お通」、「於通」など文献により表記が

異なるが、近世の画人伝や近年の美術史の研究に従い、本

稿では「小野通女」とする。

（２) 通女の出自については、真田淑子『小野お通』（風景社

1990年）所載の、通女の娘である圓子（？－1679）の子の

真田信就（1634－1695）を初代とする真田勘解由家（長野

県長野市松代町）に伝わる過去帳、寛永18年（1641）に圓

子が大徳寺に受戒した際、同寺第169世天祐紹杲（1586－

1666）により書かれた頌である《天室》等を記録資料とし

て参照した。

（３) 桧山義慎『続本朝画史』下巻（文政２年（1819）、坂崎坦

編『日本画談大観』目白書院 1917年 1275頁）が初見であ

り、通女筆「仙女図自賛」の画法が狩野元信（1476－1559）

を踏襲したものとされている。また、「菅廟像自賛」（神奈

川県鎌倉市英勝寺蔵、現在所蔵先不明）や、某家蔵「柿本

神名を以つて其の像を描く自賛」の存在が示される。朝岡

興禎『古画備考』（嘉永３年（1850）頃成立、太田謹補『増
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て」『芸術学研究』第14号 筑波大学大学院人間総合科学研
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陽成天皇の画業に関しては、近世の画史類では『画工便覧』

（前掲註６『日本画論大観』中巻 1100頁）に「常好画図甚

有器趣矣、令図一片板上六馬、令施納洛之清水観音、其形

像筋骨甚在生意人皆信敬之、亦東福寺之什物兆殿司筆羅漢
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216頁。

（10) 佐々木英理子編『群馬県立近代美術館所蔵 戸方庵井上コ

レクション名品展～嗚呼 しづかなる墨～』板橋区立美術館

2006年 103頁。

（11) 松原茂「曲書き文字絵天神」古筆学研究所編、発行『水

茎』第12号 古筆学研究所 1992年３月 67頁。

（12) 小松茂美責任編集『日本の書９ 書流』中央公論社 1982

年 109頁、小松茂美編『日本書蹟大鑑』第13巻 講談社

1979年 239頁。

（13) 小椋一葉『小野お通─歴史の闇から甦る桃山の華』河出

書房新社 1994年 128頁。

（14) 前掲註12『日本の書９ 書流』同頁。

（15) 村山修一「近世初頭における都市貴族の生活」『史林』第

43巻第４号 史学研究会 1960年 127、137頁、芳賀幸四郎

『安土桃山時代の文化』至文堂 1964年 159頁、林屋辰三郎

「桃山の文化」『日本文化史５ 桃山時代』筑摩書房 1965年

203頁、春名好重『寛永の三筆』淡交社 1971年 137頁、熊

倉功夫『後水尾院』朝日新聞社 1982年 129、131頁。

（16) 冷泉為人「鳳林承章と藤谷為賢─人麿図をめぐって」冷

泉為人監修、岡佳子・岩間香編『寛永文化のネットワーク

『隔z記』の世界』思文閣出版 1998年 174頁。また、『古今

和歌集』の仮名序（窪田章一郎 杉谷寿郎 藤平春男編『鑑

賞 日本古典文学 第７巻 古今和歌集 後撰和歌集 拾遺和歌

集』角川書店 1978年 42頁）に「柿本の人麿なむ、歌の聖

（ひじり）なりける」とある。

（17) 元永元年６月16日に藤原顕季邸で「柿下（ママ）大夫人
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